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平成２３年９月３０日、日之影町宮水小学校体育館において、日之影町町制施行
６０周年記念式典が盛大に開催されました。

１９５１年（昭和２６年）に旧岩井川村と旧七折村が合併し「日の影町」として町
制をスタートさせ、１９５６年（昭和３１年）には旧岩戸村見立地区を編入合併し「日
之影町」となりました。

今日まで、多くの先人達の努力により、基幹産業である農林業をはじめとする産業
や教育の振興、福祉の充実、生活環境施設の整備などに積極的に取り組み、平成１８
年には全国で初めて「森林セラピー基地」に認定され、豊かな森林環境を生かした「癒
しのまちづくり」を推進してきました。

宮水小学校６年の後藤蘭くんと池田麻美さんによる「町民の誓い」の朗読の後、津
隈一成日之影町長は、式辞で、「ひとも産業も元気な日之影町」を目指し、より素晴ら
しい郷土を後世に引き継ぐために渾身の努力で取り組んでいくと決意を述べられまし
た。

この後、功労者表彰が行われ、町勢発展に貢献のあった自治功労者４７人、特別功
労者４人に対して、津隈町長より表彰状と記念品が授与されました。

また、式典後の祝賀会では、日之影中学校吹奏楽部の演奏や日之影町神楽保存会に
よる神楽の奉納があり、晴れの式典に花を添えました。

祝！！ 日之影町

町制施行６０周年
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西臼杵郡障がい者スポーツ大会

１０月１８日に、高千穂町武道館で平成２３年度西臼杵郡障がい者スポーツ大会が開催され
ました。

今年で７回目を迎えるこの大会は、西臼杵郡障がい者スポーツ大会実行委員会と各町役場が
中心となった手作りの大会です。今年から精神に障がいのある方も加わり、郡内から９９名（高

千穂町６５名、日之影町２１名、五ヶ瀬町１
３名）の参加者が、スポーツを通して障がい
の区分や世代を超えて交流を深められまし
た。

個人競技から団体競技まで様々な種目が用
意され、各団優勝を目指し白熱した大会とな
りました。
家族や支援者が一緒に競技に参加する場面も
あり、楽しく有意義な一日となりました。

烏龍茶製茶研修～産地化を目指して

１０月１２・１３日、西臼杵地区烏龍茶研究会（甲斐雅也 会長）の主催で、烏龍茶の製茶研
修が西臼杵農業改良普及センターで行われました。

講師には東京在住で本場中国での製茶にも詳しい徳田志保さんが招かれ、管内の茶生産者や
関係者３５名が参加しました。

研修では手触りや香りなど感覚的なポイントを実際に体験できたことで、参加されたみなさ
んは今後の生産への手応えをつかまれた様子でした。

西臼杵地区烏龍茶研究会では、烏龍茶が西臼杵特産である釜炒り茶の製法と共通部分が多い
ことから、一昨年から烏龍茶の産地化を目指し取り組んでいますが、今回の研修で大きく前進
したものと思われます。

建築士会より観光用灯籠の寄付贈呈

9月29日、観光用灯籠の寄付贈呈が建築士会高千穂支部よ
りありました。

この観光用灯籠は、平成16年から建築士会高千穂支部が、
まちづくりの一環として、観光地高千穂の雰囲気づくりにと設
置しているもので、現在2５基の灯籠が高千穂神社～くしふる
神社間をメインに高千穂の街を照らしています。

「建築士会高千穂支部では、観光と県産材利用の一助になれ
ばと思い取り組んでいます。来庁者の方々にも見ていただける

とありがたいです。」とのことで、早速、支庁の正面玄関に設置しました。
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夕日の里フェスタin五ヶ瀬

１０月９日、五ヶ瀬町桑野内の夕日の里イベント広場（五ヶ瀬ワイナリー）で「第
の里フェスタin五ヶ瀬」が盛大に開催されました。

桑野内地区の住民のみなさんの
「おかえりなさい」と

深角団七まつり

１０月９日、日之影町の深角地区地域交流センター（愛称：団七の館）
で「第１５回深角団七まつり」が開催されました。

まつりのメインである、平成１９年に県の無形民俗文化財に指定され
た「団七踊り」は、理不尽な理由で父を殺された姉妹が苦労の末仇討ち
を果たす全十二段の物語を踊りにしたもので、今から約１２０年前に高
千穂町栗毛の村人より伝わったものなのだそうです。

保存会のみなさんや子ども達も活躍して、太鼓のリズムと朗
々と唄われる音頭の囃子に合わせ、軽快にそして勇壮に演じら
れました。

地区に根付く文化を現在まで大切に保存継承されていること
はとても素晴らしいことで、地区の元気の源にもなります。こ
れからも地区の宝として大切に受け継いでいただきたいおまつ
りです。

ひのかげ渓谷まつり２０１１

１０月２２日から２３日にかけて、日之影町の癒しの森運動公園で「ひのかげ渓谷まつり
２０１１」が盛大に開催されました。

このおまつりは、町民のみなさんが企画・運営から参加する町民
主体のおまつりで、子ども達や高齢者のみなさんによる芸能発表大
会、三遊亭歌之介さんのトークショー、花火大会、公民館職域対抗
玉入れ選手権、マグロ解体ショー、香西かおりさんのコンサートな
ど実に多彩な催しや、地元の方による秋の味覚満載の出店など、多
くの参加者でにぎわいました。

今回は町制施行６０周年となるのですが、総合開会式の最後に、
３０年前に埋めたタイムカプセルが開封され、当時を忍ばせる品々
が取り出され披露されました。その中にあった当時の町長さんが書

かれた「３０年後の町長
さんへ」というメッセー
ジを、津隈町長が読み上
げ、タイムカプセル事業
を引き継いでいくと述べ
られました。
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森林（もり）とともに～安心安全で豊かな森林づくり

西臼杵支庁管内は森林率が８８％と非常に高い地域
であり、木材や乾しいたけの生産などの林業振興はも
とより、山地災害への対応やシカ対策なども重要な業
務になっています。

西臼杵支庁林務課では日々これらの業務に取り組ん
でいますが、この度、これらの取り組みが評価される
機会がありましたので紹介します。

まず、９月２８日に第５１回治山研究発表会（於；
東京都）で「高千穂峡の落石対策」を発表した三角主
査が最優秀賞を受賞しました。

１０月１２日には、平成２３年度林業普及指導職員ブロックシンポジウム（於；大分県）
において、「高性能林業機械の生産性」を発表した田村主査が優秀賞を受賞しました。

さらに、１４日には、第４８回九州地区治山林道研究発表会（於：佐賀県）で「林道法
面のシカ被害対策」を発表した田上主査が、最高賞である林道研究会長賞を受賞しました。

林業に関わる業務は年輪の積み重ねのような地道な仕事ですが、このような機会を通し
て様々な取り組みに光が当たったことを励みに、更に地域のために努力して参ります！

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

編集後記

めっきり秋らしくなり、朝夕はほんとに肌寒
くなりました。支庁庁舎前のトチノキも落葉が
凄くて、毎朝交代で落ち葉掃きです。

１０月になって一番の観光シーズンが到来し、
あちこちでお祭り・イベントが開催され、私も
いくつかお邪魔しました。秋ならではの味覚も
堪能しました。

さて、１１月からいよいよ神楽が始まります。
（眞）

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

【お知らせ】“農家民泊”新規開業者支援について

フォレストピア広域観光協議会（会長：五ヶ瀬町長 飯干辰己）では、修学旅行の学生の受入を
目指した農家民泊の新規開業者への支援を実施します。

２年後の平成２５年度から高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町、諸塚村、椎葉村の５町村で民泊型
の修学旅行の受入をスタートします。

５町村の農業や林業、歴史・文化や暮らしにふれることのできる農家民泊は修学旅行で訪れる
学生にとってより良い学びの場となるだけでなく、受け入れる家庭や地域がもっと元気になる原
動力となることでしょう。

今回の支援は「農家民泊って何？」というところから、農家民泊を始めるにあたっての手続き
や情報提供、安全管理や農泊予行練習のサポートなどを予定しています。

農家民泊を始めてみたい方や少しでも興味のある方には農家民泊についての資料を事務局より
お送りします（無料）ので、各町の連絡先にお電話ください。

＜お問い合わせ先＞
高千穂町役場企画観光課０９８２－７３－１２１２「農家民泊担当者」甲斐
日之影町役場地域振興課０９８２－８７－３９１０「農家民泊担当者」甲斐
五ヶ瀬町役場地域振興課０９８２－８２－１７１７「農家民泊担当者」新田




